
山地の谷間の湿った所に群生する多年草。根茎は太く、茎は高さ1-2mで、稜角がある。葉は互生し、有柄

の羽状複葉である。茎の先は散房形の花序になり、7-8月に開出する。花序は短毛を密生する。花は小型

で径6-8mm、白色ないしわずかに帯紅色。萼は浅く、裂片は5個、花時に反曲する。花弁は5枚、卵円形、
全縁。

シカの採食による影響で激減している。2020年版でCランクからBランクに変更した。

シカの採食による影響の抑制が必要である。

B

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Filipendula  camtschatica  (Pall.) Maxim.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

養父市、香美町、新温泉町

■ 国内分布

北海道、本州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

バラ科

兵庫県ランク…オニシモツケ（ウスゲオニシモツケ）
環境省ランク… －


